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１．外国人児童生徒への教育支援について  

（１）外国人児童生徒の教育支援 

今、全国の公立学校で外国人児童が増えている影響 

で、日本語がわからず授業についていけない子どもが

増えている。   

文部科学省の外国人児童生徒等教育の現状と課題

の文献には、共生社会の実現に向けた帰国・外国人児

童生徒等教育の推進支援として、「外国人の子供の就

学促進を図り、日本語指導が必要な児童生徒に対する

指導・支援体制を充実させるとともに、日本人と外国

人の子供が共に学ぶ環境を創出することにより、活力

ある共生社会の実現を図る」と明記されている。 

現在、外国人児童生徒への日本語教育や支援は、地

方自治体ごとの対応に任せられているが、当市の対応

と課題は。 

 

２．介護保険について（①在宅看取り②介護人材不足③外国

人介護職員）  

（１）介護保険について 

①第９期介護保険計画アンケートにおいて、人生最期

の迎え方に関し希望する場所として、医療機関と並

んで「自宅」を希望する結果が出ている。実際、周

囲において在宅での看取りのケースも見受けられ、

終末期ケアを含む在宅医療のニーズは高まってい

る。 

在宅での医療・介護・看取りについて、厚生労働

省は「住み慣れた環境でできるだけ長く過ごせるよ

う、また望む人は自宅での看取りも選択肢になるよ

う、在宅医療を推進していく必要がある」として「在

宅医療・介護連携推進事業」が地域支援事業に組み

込まれ、すべての市区町村で実施するなど、各自治

体における取り組みを推進している。当市における

在宅での看取りの現状と課題は。 
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②全国的に介護サービス利用者の個々の状況に応じ

てケアプランを作成し、利用者本位の適切なサービ

ス利用につなげる重要な役割を担っている介護支

援員（ケアマネージャー）の不足が問題になってい

るが、当市の現状と課題の認識は。 

③介護の需要が高まる中、介護職員の不足は深刻であ

る。介護施設では人手不足を解消するため、外国人

の労働者を受け入れるケースが増えてきているが、

現状と課題は。 

 

３．学校健診について（①不登校児童生徒の健診②プライバ

シーに配慮した健診環境の整備）  

（１）学校健診について  

①全国各地で不登校が増え、学校健診自体を受けてい

ない生徒が増加し、その生徒たちの中には肥満や生

活習慣病が増えていると懸念する意見も出されて

いる。不登校などで学校健診を受けない場合には、

児童・生徒の健康状況が把握できていない問題も抱

える。当市の定期健康診断の未受診者、特に不登校

の児童生徒の実態と対応は。 

②学校の定期健康診断で上半身裸で受ける学校健診

の見直しを求める声があがり、文部科学省は１月22

日、「原則、体操服や下着などの着衣、タオルなど

で体を覆う」とした通知を、各都道府県などの教育

委員会などに出した。当市の実態と今後の対応は。 

 

2 22 斎  藤  宏  明 

１．空き家の利活用について  

（１）空き家問題について  

空き家問題に対して民間のデータによりますと令和 

４年（２０２２年）１月に日光市の空き家率２３．１ 

％で栃木県ではワースト１位で、全国でも６０位に位

置し全国空き家率１３．６％になっており、危機的な

問題だと思います。  

令和５年６月１４日に改正法が公布され、同年１２ 
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月１３日に施行された空家等対策の推進に関する特別

措置法において、新たに空家等管理活用支援法人に係

る制度が創設されました。  

①日光市の現状について伺います。  

②昨年度に空き家に関しての法改正がありましたが今  

後の日光市の取り組み及び考え方について伺いま

す。  

 

２．ベトナムとの交流を踏まえた観光誘客等について  

（１）ベトナムとの交流を踏まえた観光誘客等について  

栃木県は、令和４年（２０２２年）１２月にベトナ

ム社会主義共和国に福田栃木県知事、県議会議長等の

本県訪問団が訪問しチン首相との会談で、経済や観光

面での交流についての意見交換が行われチン首相から

も全面的に支援していただける旨のコメントがありま

した。観光地日光としても観光客の拡大にはチャンス

だと思います。 

県がベトナムとの話を進めておりますが日光市は

どのように考えているか伺います。 

 

 

 


